
平成21年度　個別施策管理シート

３．個別施策の実現に向けた今後の展開方向

１．個別施策の成果指標の設定と目標の達成状況

２．個別施策を構成する事務事業の今後の方向性

注）事業費は総事業費から本組合負担分を抽出して計上しています。
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事務事業の概要

堀川口防潮水門ポンプ所
（改良）整備事業

堀川口防潮水門・ポンプ施設、防潮扉等について保守点検を行
い、不良箇所を発見した場合は緊急度に応じた補修を実施しま
す。

海岸保全区域の変更
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海岸保全施設（護岸、防潮壁、防潮扉、ポンプ所等）
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注）目標値欄の「継続事業」は完了年度を定めず行う事業です。この場合の目標値及び目標年度は原則としてH24年度の中間目標として設定しています。

施策コスト（事業費合計）

5082406 防潮壁嵩上(改良)整備事業

護岸延命化(改良)整備事業 事業進捗率

事業進捗率

％

％

防潮扉等(改良)整備事業
海岸保全施設の機能を維持するため、港内の陸閘の改良及び
逆流防止弁の取替えを行います。規模：陸閘16扉、排水施設21
箇所
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Ｈ21
成果目標

海岸保全施設は整備後40年以上経過していることから、周辺環境の変化に対応するため、海岸保
全区域の変更や施設の防護機能の維持・回復・向上を図ることにより、海岸保全施設の機能を確
保し、適正に管理していきます。

機能を確保し、適正に管理されている
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・中川口４・５号機ポンプ、堀川口１～３号機の老朽化による維持管理費が増大しています。

・海岸保全施設は防災上重要ですが、整備費用が膨大なため、緊急性の高いところから順次整備を進めています。

24海岸保全施設の機能を維持・強化する
施策推進
責任者

県市民、地域住民、就業者、立地企業、港湾利用者サービスの対象者（誰のために）

コード
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建設部長
港営部長
維持管理担当部長

個別施策

海岸保全施設の機能を維持するため、大手ふ頭南護岸の液状
化対策を図ります。規模：護岸補強453ｍ

三河湾・伊勢湾沿岸海岸保全基本計画に位置づけられた防護
ライン（防潮壁）に海岸保全区域を変更し、適切な海岸の管理・
保全を図ります。
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海岸保全施設の液状化対策を実施するなど、防護機能の強化を図り
ます。
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・事務事業構成は概ね妥当であると考えます。

・事業のスピードアップや、そのための効率的整備手法について検討する必要があります。

5082407

（耐震性がある防潮壁）÷（防
潮壁総延長）

％
海岸保全施設の機能を維持するため、堀川口防潮水門ポンプ
所の改良を行います。規模：水門１式、排水機場改良１式

海岸保全施設の機能を維持するため、港内の沈下した防潮壁
の嵩上げを行います。規模：胸壁改良2,050ｍ

海岸保全施設の機能を維持するため、中川口、大手ふ頭南の
護岸の老朽化対策を行います。規模：護岸改良810ｍ
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